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あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　政策協働課�（４８）１１１１（内３０３）
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　３月は旅立ちの季節。町内の中学校と小学
校では卒業式が、幼稚園と保育園では卒園式
がありました。子どもたちは、多くの思い出
が詰まった学舎（まなびや）から巣立ってい
きました。
　阿久比中学校の卒業式は、６日に行われ
ました。瀧塚校長は式辞で「夢の実現に向け
て頑張る、熱い心を持ち続けよう。これから
も失敗を恐れずに、いろいろなことに挑戦し
よう」と２４４人の卒業生に激励の言葉を贈り
ました。卒業生代表として答辞を述べたの
は、若子綜思君。原稿に一度も目を落とすこ
となく、今まで育ててくれた両親や先生、地
域の人たちへのあふれ出る感謝の気持ちで
言葉を尽くすとともに、卒業を一緒に迎えた
同級生へ「僕たちは今日、中学校を卒業しま
すが、いつまでも掛け替えのない仲間である
ことを忘れないでほしい。これからも、胸を
張って生きていこう」と力強く語りました。
　小学校では、卒業を前にした１１日と１２日に
「卒業お祝い給食」がありました。英比小学
校は１２日に行われ、６年生児童８１人が、卒業
を祝う特別メニューを味わいました。食事前
には給食委員の児童たちが、感謝の思いをつ
づった寄せ書きを今までお世話になった栄
養士さんに贈りました。準備が整うと、校長
先生、教頭先生などを交えて笑顔で楽しく会
食。元気いっぱいの子どもたちは、たくさん
お代わりをして、用意された全ての料理を残
さず食べていました。


